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[問 ]　例の類題や概念の説明を補うための問題。
[�確認問題 ]　章の内容を確認するための問題。データサイエンス検定や
G検定などの検定を意識した 4択問題もあり。
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度における「応用基
礎レベル」から「エキスパートレベル」にステップアップするための必読
書籍！
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スセンターにて、教員・研究員として、理系・文系を問わず、情報科学
を専門としない様々な専門領域の学生に対する情報技術教育や研究に従
事。
主な研究分野は、データマイニング、データ分析、学習者の特徴分析、
教材コンテンツの評価などの教育工学および、データサイエンス。
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　本書は、情報技術に対してさまざまな観点から解説することで、文理
問わずスムーズに理解できるよう構成されています。各章ごとに
「NOTE」、「チェック問題」、「実習」、「ほのぼの IT 教室」、「memo」、「チャ
レンジ」などの課題や参考情報を多く設け、実用的な教科書としても利
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踏み込もうとしている人や少し躊躇している人の背中を押してくれる一
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